げと 粉雪の かすかな 溜息と が、 溜って は 消え、 溜って 

は 消えして ゐる。 

水仙 は 低く 息づ いて ゐる。 金と 銀との 花の 盞か ら静 

かに こぼれ 落ちる 金と 銀との 花の 芬香 は、 大気の 動き 

し とほ 

につれ て、 音 もな く あたりに 浸み 透り、 また 揺曳す る _ 

つちくれ 

ぼろぼろに 乾いた そこらの 土 は、 土塊 は、 その 香気の 

た きょ 

ために 絶えず 焚き 籠め られ、 いぶし 浄 めら れ ている。 

水仙 は 多くの 美しい 生命 を もつ ものと 同じ やうに、 荒 

つぼい、 かたくなな 土の 中から 生れいで ながら、 その 

母なる 土を浄 めないで はお かないの だ。 

すべての 香気 は、 人の 心に 思慕と 幻想と を 孕ませる _ 
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